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陸上測地観測による南東アラスカにおける氷河変動の研究
Study of the ice changes in Southeast Alaska based on the geodetic observations on the
ground
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南東アラスカ（SE-AK)は年率 30mm以上の速度で急速に地面の上昇が起こっている．その主な原因は，過去と現在
の氷河の融解に伴う荷重の開放（GIA) である．SE-AKで行われた GPS観測と絶対重力（AG)観測はその影響を明瞭に
捉えている．観測された重力と地面上昇の年率と氷河モデルを基に計算した予測値との比較は，その影響は LIA 期，現
在の氷河，そして LGM 期の氷河の順に小さくなることを示している．これらの比較から得られた重要な知見は，観測
が現在の氷河による影響のみならず，近年の世界規模での温暖化に関係すると考えられる，その時間変化も捉えている
ことが明らかになったことである．SE-AKでの研究から，氷河変動の研究における，GPSと AGを組み合わせた観測が，
現在の氷河変動の影響と過去のそれとを分離して論ずるうえで有用であることが再認識された．一方，地上でのGPS観
測，AG観測は，GRACE，GOCE，IceSatと言った衛星観測の地上での検定・検証のデータとしても有用である．
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